
令和７年度 西都市立妻北小学校 学校評価  

学校の教育目標 「生きる力」を育み、心豊かでたくましく、主体的実践のできる児童の育成 
学校経営方

針 
～「つなぐ意識」を大切にする教育～ 
◆教師と子どもをつなぐ ◆子どもと子どもつなぐ  ◆教師と教師をつなぐ ◆１年間をつなぐ  ◆９年間をつなぐ ◆学校と家庭・地域をつなぐ 

重点目標
 目標達成のための手段 

（評価指標） 
具体的な取組 保護者の評価 児童の評価 教師の評価 今後の改善策 学校関係者評価コメント 

(1) 
生徒指導
の機能や
特別支援
教育の視
点を基盤
とした学
校経営と
学年・学級
経営 

① 職員研修の前半に「生徒指導研
修」「特別支援教育研修」を位置
付け資質向上を図る。 

（ア）「生徒指導提要（新）」を
活用した研修の実施とその
機能を生かした「チーム学
校」としてのマネジメント機
能の構築を図る。 

（イ）「UD ハンドブック（県教委）
を活用した理論研究と実践
を図る。 

 
 
 
 
（ア）８７％ 
（イ）８５％ 
（ウ）８５％ 
（エ）８４％ 

 
 
 
 
（ア）８８％ 
（イ）８８％ 
（ウ）７８％ 
（エ）８９％ 

 
 
 
 
（ア）９７％ 
（イ）９６％ 
（ウ）９６％ 
（エ）９６％ 

（ア）教科指導を通して（体育など）、他学級や友達を知るということを踏まえた全体指導
を行っているが、さらに継続して、他の児童とのつながりを意識していく。また、互い
を認め合う場も継続して設定していく。児童だけでは気付けない部分も、教師が拾い上
げて一人一人のよさを確認していくようにする。自己肯定感や自己有用感などについて、
今後も職員が研修を深め、指導の際に常に意識するようにする。そして、一人一人が活
躍できる場を設け、教師が称賛する。称賛と叱責の割合を７：３にすることを目指す。 

（イ）日々、UDハンドブックを意識しながら授業を展開している。発表の場づくりとして、
全体だけではなく、ペアやグループでも話す機会を設け、一人一人が学び合いに参加し
やすくする工夫をしていく。今後も引き続き研修等で触れ、定期的に振り返り（チェッ
クリストの活用等）を行うことで、UDを意識した授業づくりを考えていく。 

（ウ）UD ハンドブックを活用して、休み時間等に教室環境を整える。子ども自身が整理さ
れた学習の環境の良さを実感できるようにする。 

（エ）発問の形式の工夫（はい・いいえの答えですむものや挙手で意思を示せるもの等）を
したり、児童一人一人がしっかりと自分の考えをもてるように時間をしっかりと確保し
たりする。ICT 機器活用の向上を図るために職員が研修を進んで受け、職員のスキルを
向上させる。（Google Classroom等の活用）アナログとデジタルを指導内容によって
精査しながら使い分けていく。 

（ア） 褒めて伸ばすことは年齢に関係なく必要だと感じる。 
    児童が切磋琢磨することは良いことであり、継続してほし 

い。 
（イ） 参観日の様子を見る限り、落ち着いた学習態度である。 
    UDを意識して教室の整理や授業をしており、それが児童 

にもしっかり浸透している。 
（ウ） 児童が自発的に活動ができ、安心して過ごせる物的環境を 

整えてほしい。 
 子供への配慮について、様々な取組みがされており、感心 
している。特に、特別支援学級のレイアウトなどに工夫が見 
られ、落ち着いて授業を受けているように感じる。 

（エ） ICT の活用で教師と児童が接する機会が減っているのでは 
ないか。 

② 学校評価（自己存在感の高揚、
心理的安全性）項目を設定し、８
５%達成をめざす。 

（ウ）落ち着いて過ごせる教室環
境づくりを行う。 

（エ）ＩＣＴ機器の活用や誰もが
参加できる発問指示の工夫
をする。 

（２） 
主体的に
関わる子
どもを育
む「子ども
が主語」と
なる授業
づくり 

① 学校評価「アウトプット型の授
業改善」の項目８０％をめざ
す。（R6；５２％） 

（オ）主題研究テーマに「子ども
が主語となる授業改善」を設
定し、「ど・み・そ」の姿が
見られる授業の具現化を図
る。（どうして？みんなは？そうだ！） 

（オ）７２％ 
（カ）評価せず 

（オ）７１％ 
（カ）８８％ 
（カ）７１％ 
＊（カ）に係る
アンケート内
容は２つ 

（オ）８３％ 
（オ）９３％ 
（カ）８９％ 
＊（オ）に係る
アンケート内
容は２つ 

（オ）「ど・み・そ」の学びを意識した授業づくりに努めた。校内研修の取組として、学年
部で授業を参観・評価し合い、授業改善を図ることができた。今後も教員間で意見を出
し合いながら、よりよい授業を考えていく。「ど・み・そ」の掲示資料を活用し、児童
に視覚的にも意識させる。教師は、アウトプットする機会をふんだんに設けているが、
アウトプットに苦手意識をもっている児童は自己評価が低い。児童の力に応じて目標を
設定しスモールステップで評価していくことで自信を深めさせる。 

（カ）自分の考えを児童一人一人がもつことができるように、発問の工夫やヒントカードな
どの工夫を行う。また、振り返りの時間を確保するために、学習内容の精選、タイムマ 
ネジメントを行う。さらに、児童に課題意識をもたせたり、課題解決の必要感をもたせ 
たりすることを意識して授業を進める。 

   初めてのさいと学（１年）では、くすのき新聞の作成を通して西都のことについて詳
しく学ぶことができた。 

今後も外部講師を活用することで、学んだことを自分たちの言葉で表現できる機会を
多く設定する。 

（オ） 学校の取組を保護者が十分に理解していないように感じ 
る。学校の情報をもっと発信してはどうか。 
 ３割近い児童が自分の考えを発表したり書いたりすること 
に苦手意識をもっている。その児童は文字、単語、そして文 
章へと紡ぐ力が十分に育っていないと思われる。今年度の目 
標にはないが、読書・読解力の向上が大切だと考える。 
「どうして？」「なんで？」と疑問をもち、みんなで話合い 
ができる学校はすばらしいと感じる。   
 学校が一生懸命取り組んでいることは分かるが、児童の意 
識が低い。原因究明が必要である。 
 西都中学校に進学することを考えると、妻北出身の子ども 
達は多人数の中での学習で、他の少人数の小学校出身の児童 
と比べ、アウトプットする児童数が少ないような気がする。 

（カ） 児童の評価が低い。タブレット端末の使用で手書きが減る 
ことによる学力低下が心配である。書くことの大切さも必要 
である。 

② 研修リデザインに係る理論構
築と評価指標の研究による校内
研修の活性化を図る 

③「さいと学」における知の総合化
を図るための「総合的な学力育成
ロードマップ」の具現化を図る。 

④「自立した学習者」を育てるため
の「資質・能力」の設定と育て
たい姿に基づく指導内容及び
指導方法の研究をする。 

（カ） 研修リデザインの視点を
「つくる・つなぐ・育てる・
動かす・見直す・整える」と
し、授業改善と業務改善の一
体的改革を推進する。 

(3) 
「自立」に
つながる
学校づく
り 

① 話合い活動グッズ（手作り）及
びマニュアルを活用し、児童主体
の話合い体験を増やし自主的・自
立的活動への実践化につなげる。 

（キ）授業評価『「さいと学」に
おける発想を生かした提案
型・実践型の発表を自分の言
葉で表現する』の項目８５％
をめざす。（R６；７３％） 

（キ）７８％ 
自主的・自立的活
動について 
８１％ 
 

（キ）８０％ 
話合い活動について 

８０％ 
委員会活動について 

８２％ 

（キ）７３％ 
話合い活動について 

７３％ 
委員会活動について 

９３％ 

（キ）学習したことを生かして、これからの自分とつなげることや生活に生かすことを意識 
させて学習を進めていく。妻北地域づくり協議会の方、地域人材と協力しながら、進 
めていく。学年ごとに１回は探究の過程を経験するようにする。 

○ 学級会や委員会活動、クラブ活動等を通じて、自分たちでやりたい、できるようになり 
たいという思いをもち、話し合ったり、準備したりできるような場面を設定する。また、 
発達段階に応じた話合いの形式を考え、経験させていく。 

〇 特別活動では自分を生かせる場で取り組めるように、個に応じた支援を心がけていく。 

（キ） 学校職員と地域づくり協議会が年度初めに協議し、学校目 
標達成に向けた具体的な取組を共有していくとよい。 
 地域との関わりがあってこそのさいと学であり、地道な協 
力があってこその成果であることを改めて考えてほしい。 
 自ら考え、行動に移せるようになってきたと感じる。 
 孫が４月から委員会活動があると言って張り切っているの 
は、この指導方針のおかげなのではと思っている。 

(4) 
健康と安
全・安心を
保障する
学校づく
り 

① リスクマネジメントに係る評
価指標を作成し、意識の高揚を図
る。 

② 地域づくり、学校運営協議会と
連携した避難訓練の在り方を模
索する。 

③ 体力テストの全ての項目で T
スコア５０以上をめざす。 

（ク）リスクマネジメントに係る
研修を実施するとともに保
護者・地域も参画する避難訓
練を実施する。 

（ケ）「スクールスポーツプラン」
の具体的実践と学校保健委
員会の内容の充実を図る。 

（ク）８２％ 
（ケ）６３％ 

＊学校保健
委員会の
み評価 

（ク）９５％ 
（ケ）８９％ 

（ク）９０％ 
（ケ）５５％ 

（ク）実際に大雨時の避難があったが、訓練での学びを生かして実施でき、児童の安全を確 
保することができた。訓練の大切さ・重要性を実感したため、次年度以降も毎年訓練を 
行っていく。様々なリスクが存在するので、職員一人で悩まず、気軽に相談できる雰囲 
気づくりに努める。 

（ケ）場の確保や用具の準備によって、運動量の確保に努めた。今後も児童の運動量を確保 
するように授業を構築していく。体育主任が中心となり、様々な運動器具を整備した。 
暑さ対策などで運動する機会が減り、児童の体力の低下がみられるため、今後も運動す 
るための工夫が必要である。体育の授業だけではなく、児童が自発的に体を動かすこと 
ができるような環境づくりを今後も行う。 

（ク） 災害はいつ起こるか分からない。訓練と備えは大切である 
ため、引き続き取り組んでほしい。 

（ケ） 児童の評価８９％に対し、教師が５５％とかなり低い。「ス 
クールスポーツプラン」活用による体力向上について、問題 
点把握と対策をお願いしたい。さらに、プラン内容の再考も 
必要ではないか。 
 以前と比べると体力の衰えを感じる。気温との関係もある 
が、外遊びの機会が増えるとよいと思う。 

 育成会の減少で、登校班がなくなれば歩いて登校する児童 
が減ってくるのではないかと思う。体力面で足腰の強化をす 
る必要もあるので、運動の機会を増やすことが必要だと感じ 
る。 

（５） 
自分も、同
僚も、子ど
もたちも
「自分ら
しく」居ら
れる教育
環境づく
り 
（全職員
・全児童の
ウエルビ
ーイング） 

① 教職員評価制度における「評価
シート」の職務行動評価〈教職に
必要な素養〉の項目で自己評価
「a」をめざす。 

（コ）人材開発と組織開発を志向
した校内研修の推進を図る。 

（サ）「学びの改革（授業改善）」
と「学校の在り方改革（業務
改善）」を一体的に推進する。 

（シ）ワークショップ型の研修を
取り入れ、対話の場面を意図
的・計画的に設定する。 

  （コ）（サ）（シ）
１００％ 

（コ）（サ）（シ）さまざまな分野の校内研修・校外研修に参加した。研修の中では参加者
同士でコミュニケーションを取る場面もあり、日々の業務の見直し等を行うことができ
た。今後は、一人一人の職員が、自分の得意分野や実践を５分程度で発表する場を作っ
たり、引き続きワークショップ型の研修を取り入れたりして、教職に必要な素養をさら
に育て、校内業務に役立てていきたい。 

・学校職員が教育目標達成に向けて研修に励んでおられる。繁忙の
中ではあるが、全職員・児童のウェルビーイングの実現に向け研
鑽をお願いしたい。 

・他者との触れ合いで自分自身を深く知ることができ、刺激を受け
ることは成長に繋がると思う。 

・福祉や人権に関する研修を取り入れてほしい。 

その他の意見  ○ 休日に外遊びの様子をあまり見かけない。しかし、出会う児童は丁寧な挨拶、言葉遣いである。 
        ○ 全体的に姿勢が気になる。立つ姿勢、座る姿勢が「スマホ首」になっているように感じる。タブレット端末活用の弊害なのか、鉛筆を握る力や筆圧が弱くなっているように感じる。          
                ○ 育成会がどんどん少なくなってきている。子供会の活動が無くなると地域の住民との関わりが少なくなっていく気がする。難しいとは思うが、学校主導で子供会の再考ができないものか。 
 

アンケート項目の内、「とても思う」「思う」

の合計を表記している。 

 


